
Copyright © 2015 JFE Steel Corporation. All Rights Reserved.  

２０１５年４月 

環境影響評価方法書 

JFE扇島火力発電所更新計画 
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横浜市審査会資料 

この資料は、JFE扇島火力発電所更新計画環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。 
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事業の目的 

 JFEｽﾁｰﾙ株式会社東日本製鉄所は、明治45年に日本鋼管株式会社として創業し、以降、
首都圏を代表する製鉄所として鉄鋼製品を生産してまいりました。 

 昭和51年に運転を開始しましたJFE扇島火力発電所は、当製鉄所内に位置しております。 

凡例 

JFEスチール東日本製鉄所
（京浜地区） 

JFE扇島火力発電所 
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東京都大田区 

横浜市 

川崎市 
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事業の目的 

 製鉄所内の高炉、コークス炉、転炉で発生する副生ガスは、所内の工場と発電所で
燃料として有効利用しております。 

今回のJFE扇島火力発電所更新計画の目的は 

（１）老朽更新 当発電所の1号機は昭和51年に運転を開始しており老朽化が進行 

（２）安定的な発電 東日本大震災以降、原発の停止により、安定的な発電が必要 

（３）エネルギー利用の更なる効率化 

  更新においてはより高効率のガスタービンコンバインドサイクル発電方式を採用                                                   

高炉 

コークス炉 

転炉 

工場 

扇島火力発電所 

副生ガス 

1号 

2号 

3号 

4号 

《現状》 

新1号 

2号 

3号 

4号 

《将来》 
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対象事業実施区域、及び発電設備の配置計画 

新1号機発電設備計画地 

既設発電設備 

 JFE扇島火力発電所は、当製鉄所内に位置しております。 

 また、対象事業実施区域は、図の着色部で、海水冷却水設備や送電線などの
既存設備を活用するため、既設発電設備の隣接地に建設します。 
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東京都大田区 

川崎市 

横浜市 

対象事業実施区域 
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事業の内容 

 本計画は、扇島火力発電所において既設の1号機13．5万kWを廃止し、  
新1号機25万kW級発電設備を新たに設置する計画です。 

 なお、更新後の扇島火力発電所の新１号機運転開始時期は平成31年10月
を予定しています。                                            

項目 現状 将来 

1号機 2号機 3号機 4号機 新1号機 2号機 3号機 4号機 

原動力 

の種類 

ﾎﾞｲﾗｰ 

蒸気 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

ﾎﾞｲﾗｰ 

蒸気 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

ﾎﾞｲﾗｰ 

蒸気 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

蒸気 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ 

及び 

ﾎﾞｲﾗｰ 

蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ 

出力 13.5万
kW 

14.2万
kW 

14.2万
kW 

2.25万
kW 

25万kW級 14.2万
kW 

14.2万
kW 

2.25万
kW 

合計 44.15万kW 約55.65万kW 

変更無し 
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設備規模の比較 

新1号機は、発電効率、環境負荷の点で優位 

15万kW級、 25万kW級、 30万kW級、を比較検討の結果、副生ガスの供給  
範囲内で、発電効率、環境負荷優位な新1号機の割合が大きい、25万kW級を
最適な設備規模として選択しました。 

新１号機 
設備仕様 
出力 

発電効率 
（扇島火力発電

所全体） 

副生ガス 
バランス 

 

環境負荷 
（扇島火力発
電所全体） 

総合評価 

15万kW級 △ ○ △ △ 

25万kW級 ○ ○ ○ ○ 

30万kW級 
△ 
 

×  
（ガス不足） 

△ △ 
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発電効率 環境負荷（大気質） 

新1号機 高 （優位） 低 （優位） 

既設 低  中  
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発電方式の比較 
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発電方式の概要設備 概念図 

汽力 

発電方式  

副生ガスをボイラーで燃焼し、発生 
した蒸気で蒸気タービンを回し発電
する方式 

ガス 

タービン 

発電方式 

低圧の副生ガスをガスタービンで 
燃焼させるため ガス圧縮機で圧縮
し高圧のガスを作る。 

ガス 

タービン 

コンバイン
ドサイクル
発電方式 

ガスタービン発電で使用した後の 
高温排ガスを排熱回収ボイラーに 
導き蒸気を発生させ､蒸気タービン 
により発電する方式  

 製鉄所で発生する低カロリーの副生ガスを燃料として用いる３方式を検討し、
発電効率が高く、環境負荷の低減が期待できるガスタービンコンバインド  
サイクル発電方式としました。 



Copyright © 2015 JFE Steel Corporation. All Rights Reserved.  

取水口 

煙
突 

副生ガス 

都市ガス 

ガス圧縮機 
発電機 ガスタービン 

排熱回収 

ボイラ 

G 

放水口 

G 

蒸気タービン 

発電機 

復水器 

脱硝  
装置 

冷却塔 

新1号機 

集じん機 

蒸気 

フレアスタック 

発電設備の概念図 

 新１号機は、ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせた高効率のコンバインド 
サイクル発電方式を採用します。 新1号機には、排煙脱硝装置、副生ガス用   
集じん機を設置します。また､ガス圧縮機、付帯設備の冷却は、温排水を増加   
させないため、新たに冷却塔を設置します。 
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取水口 放水口 

F 

G 

ボイラｰ 

蒸気タービン 

発電機 

重油 

煙
突 

集じん機 

復水器 

既設1号機 

副生ガス、 

都市ガス 

蒸気 
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煙突高さの選定 
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煙突高
さの 
ケース 

大
気
質 

景観 
建物 
ダウン 
ウォッシュ 

総
合 
評
価 

59m ○ ○ × × 

85m ○ ○ ○ ○ 

100m ○ ○ ○ ○ 

130ｍ ○ △ ○ △ 

採用 

新1号機 

煙突 

煙突高さを59m、85m、100m、130mとし、表のとおり比較検討した結果、本事業

における煙突の高さは、「景観的には、より低い方が良いこと」、を考慮して、 

近隣のガスタービンコンバインドサイクル発電で実績のある85m を採用。 
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ばい煙に関する事項 

新１号機は、硫黄酸化物、窒素酸化物 及び ばいじんの排出量が、現状より低減        

・硫黄酸化物の低減 …補助燃料は重油を不使用 

・窒素酸化物の低減  …低NOx燃焼器及び排煙脱硝装置を採用 

・ばいじんの低減    …燃料系統に集じん装置を設置     

項 目 単 位 
現 状 将 来 

1号機 2号機 3号機 4号機 新1号機 2号機 3号機 4号機 

硫 黄 

酸化物 

排出 

濃度 
ppm 97.4 97.4 97.4 － 6 97.4 97.4 － 

排出量 m3
N/h 

46.3 46.3 46.3 － 8.8 46.3 46.3 － 

138.9 － 101.4 － 

窒 素 

酸化物 

排出 

濃度 
ppm 112 112 112 － 10 112 112 － 

排出量 m3
N/h 

56.1 56.1 56.1 － 24.7 56.1 56.1 － 

168.3 － 136.9 － 

ばい 

じん 

排出 

濃度 

mg/m3

N 
30 30 30 － 0.1未満 30 30 － 

排出量 kg/h 
14.4 14.4 14.4 － 0.1未満 14.4 14.4 － 

43.2 － 28.8 － 
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復水器の冷却水に関する事項 

・復水器冷却方式は海水冷却 

・取放水設備は、既存設備を有効活用する計画で変わりません。 

・海水冷却水量及び復水器設計水温上昇値は現状と同等とします。 

・新1号機のガス圧縮機、付帯設備の冷却については、温排水を 

 増加させないため、新たに冷却塔を設置します。       

項目 現 状 将 来 

1号機 2号機 3号機 4号機 新1号機 2号機 3号機 4号機 

復水器冷却方式 海水冷却 現状どおり 

取放水 

方式 

取水 深層取水（カーテンウォール） 現状どおり 

放水 水中放水 現状どおり 

冷却水量 

（m3/s） 

6.1 6.1 6.1 2.6 6.1 6.1 6.1 2.6 

合計 21.0 合計 21.0 

復水器設計水温
上昇値（℃） 

7 7 7 10 7 7 7 10 

平均 7.4 平均 7.4 

11 
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用水に関する事項 

 新１号機は燃料系統に湿式の電気集じん機及び冷却塔を設置すること
から、 工業用水の使用量が増加します。 

 （単位：m3/日) 

項 目 

現 状 将 来 

製鉄所 扇島火力発電所 製鉄所 扇島火力発電所 

工業用水 
日最大使用量 105,449 1,800 107,549 3,900 

日平均使用量 91,862 1,800 93,962 3,900 

生活用水 
日最大使用量 2,950 約2 2,950 現状どおり 

日平均使用量 1,795 約2 1,795 現状どおり 

取水方式 
川崎市工業水道、 
横浜市工業水道 
川崎市上水道 

現状どおり 

12 
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一般排水に関する事項 

･ 一般排水のうち、湿式の電気集じん機の排水 及び プラント排水は、製鉄所の 

  一般排水処理設備で適切に処理したのち排出します。 

・ 冷却塔の循環水は機器の間接冷却水のため汚れがないことから、冷却塔の 

  ブロー水は直接に排出しますが、いずれも製鉄所の既設排水経路を経由して、 

  温排水とともに既設放水口から海域に排出する計画です。 

項 目 

現 状 将 来 

製鉄所 扇島火力発電所 製鉄所 扇島火力発電所 

放水口     24,554 1,200    25,734 2,380 

一般排水処理水 24,554 1,200 25,034 1,680 

冷却塔ブロー水   －      － 700 700 

 （単位：m3/日) 

13 
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配慮書に対する横浜市長意見と事業者見解(1/3) 

14 

横浜市長意見 事業者の見解 

ｱ 大気環境 

・発電方式を選定するに至った経緯  3方式を検討し、発電効率が高く、環境負荷低減が期待で
きるガスタービンコンバインドサイクル発電方式を選定しま
した。 

･更新前後のばい煙の総排出量  現時点では詳細が未定なため、準備書に記載します 

･他の発電所の稼働による影響の考慮  周辺の他の発電所の稼働による影響はバックグラウンド 
濃度として考慮します。 

･硫黄酸化物等の大気汚染物質の一層
の低減  

環境保全措置として、大気汚染物質の一層の低減を検討 
し、準備書に記載します。 

･工事や季節変動等で短期間に高濃度
となる場合の影響について考慮し、適切
な環境保全措置の検討 

･工事用資材等の搬出入を計画している
輸送経路沿いに民家等が存在すること
から、地域における生活環境の保全  
配慮  

･特殊気象条件下で発生する短期高濃度について気象  
条件を考慮して、予測します。 

･工事用資材等の搬出入による大気質、騒音及び振動への 
影響については、環境影響評価項目として選定し、     
窒素酸化物、浮遊粒子状物質、粉じん等、騒音及び振動の
予測・評価を行います。また、環境保全措置として輸送経路
沿いの民家等が存在する地域における生活環境の保全に
ついても検討し、準備書に記載します。 



Copyright © 2015 JFE Steel Corporation. All Rights Reserved.  15 

横浜市長意見 事業者の見解 

イ 水環境 

「水質」や「海域に生息する植物」等
の水環境に関する各要素を評価項目
として選定  

海域に生育する植物及び海域に生息する動物への影響
については、環境影響評価項目として選定します。 

海水冷却に関して、取放水の水温差
を可能な限り低減する方策について
も検討 

取放水の水温差を低減する方策について検討し、準備書
等に記載します。 

ウ 生態系 

建設によって喪失した緑地の代替地
の面積を喪失面積と同程度以上 

現状よりも緑地の質の向上 

喪失する緑地の最小化や代替地の検討等について、  
準備書に記載します 

エ 景観 

他事業所や敷地内の既存煙突の  
状況を勘案しながら、高さだけではな
く配置や形状、色彩等についても  
検討し、検討経緯を明らかに  

煙突の高さだけでなく配置や形状、色彩等についても、 
周辺事業所や当社敷地内の既存の煙突の状況を勘案し
て検討し、その検討経緯を準備書にて記載します。  

配慮書に対する横浜市長意見と事業者見解(2/3) 
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横浜市長意見 事業者の見解 

オ 廃棄物 

廃棄物については、それらの発生
量を明らかにし、廃棄物の発生抑
制の取組推進  

環境影響評価項目として選定し、産業廃棄物の発生量、有効
利用量及び最終処分量の予測・評価を行います。           
また、環境保全措置として廃棄物の発生抑制の取組に      
ついて、準備書に記載します。 

カ 温室効果ガス 

発電所に係る部分について更新前
後の排出量の内訳を明らかに 

工事期間中も含めた一層の温室 
効果ガスの排出低減対策検討  

環境影響評価項目として選定し、発電所からの二酸化炭素    
排出量の予測・評価を行います。 

環境保全措置として工事期間中も含めた一層の排出低減対策
について、準備書に記載します。 

配慮書に対する横浜市長意見と事業者見解(3/3) 
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環境影響評価項目（工事の実施） 

 

評価項目 

工事用資材等 

の搬出入 

建設機械の 

稼働 

造成等の施工に 

よる一時的な影響 

大気質 窒素酸化物 ○ 

浮遊粒子状物質 〇 

粉じん等 〇 

騒 音 騒 音 ○ 

振 動 振 動 ○ 

水 質 水の濁り ○ 

動 物 重要な種及び注目すべき生息地
（海域に生息するものを除く。） 

○ 

植 物 重要な種及び重要な群落 

（海域に生育するものを除く。） 
○ 

生態系 地域を特徴づける生態系 ○ 

人と自然との触れ
合いの活動の場 

主要な人と自然との触れ合いの
活動の場 

○ 

廃棄物等 産業廃棄物 ○ 

17 

注.     は、発電所アセス省令で定める参考項目 
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環境影響評価項目（存在及び供用 1/2） 

 
 
 

評価項目 

地形改変
及び施設
の存在 

施設の稼働 
資材等の
搬出入 

廃棄物の 

発生 排ガス 排水 温排水 
機械等 

の稼働 

大気質 
 

硫黄酸化物 ○ 

窒素酸化物 〇 ○ 

浮遊粒子状物質 〇 

粉じん等 〇 

騒 音 騒 音 ○ 

振 動 振 動 ○ 

その他 冷却塔白煙 〇 

水 質 
 

水の汚れ ○ 

富栄養化 ○ 

水 温 〇 

その他 流向及び流速 〇 

18 

注.     は、発電所アセス省令で定める参考項目 
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環境影響評価項目（存在及び供用 2/2） 

 
 
 
 

評価項目 

地形改変
及び施設
の存在 

施設の稼働 
資材等の
搬出入 

廃棄物の 

発生 排ガス 排水 温排水 
機械等
の稼働 

動 物 

重要な種及び注目すべき生息地
（海域に生息するものを除く。） 

〇 

海域に生息する動物 〇 

植 物 

重要な種及び重要な群落 

（海域に生育するものを除く。） 
〇 

海域に生息する植物 〇 

生態系 地域を特徴づける生態系 〇 

景 観 
主要な眺望点及び景観資源並び
に主要な眺望景観 

〇 

人と自然との
触れ合いの
活動の場 

主要な人と自然との触れ合いの
活動の場 

〇 

廃棄物等 産業廃棄物 〇 

温室効果 
ガス等 

二酸化炭素 〇 

19 

注.     は、発電所アセス省令で定める参考項目 
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① 大気質・気象調査の概要（観測） 

   ：対象事業実施区域 
● ：地上気象、上層気象 
                                  （1地点） 
● ：高層気象（1地点） 

調査項目 調査期間 

地上気象観測 

(風向・風速・気温・

湿度・ 日射量・放
射収支量 ) 

1年間 

上層気象観測 

（煙突高度の風向・
風速） 

1年間 

 

高層気象観測 

（上空の風向・風速 

       ・気温） 

四季、 

各7日間 

20 
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①大気質の予測（工事の実施､存在及び供用 １/２） 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

工事用資材
等の搬出入 

窒素酸化物 「窒素酸化物総量
規制マニュアル」
等による手法 主要な輸送

経路及び 
その周辺 

工事用資材等
の搬出入車両
による影響が 
最大となる時期 

浮遊粒子状物質 

粉じん等 
一般車両に対する
関係車両の割合
等に基づき予測 

21 

（工事の実施） 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

施設の稼働 

（排ガス） 

硫黄酸化物 
「窒素酸化物総量規制
マニュアル」等による 
手法 

（・年平均値、・日平均
値、・特殊気象条件時) 

対象事業 

実施区域 

及びその 
周辺 

・発電所の運転
が定常状態とな
り、環境影響が
最大となる時期 窒素酸化物 

（存在及び供用） 

＊１ 周辺地域の道路整備計画に関して、可能な限り情報を入手し、予測の条件に加味します。  

＊１ 

＊2 周辺地域の稼働予定の火力発電所に関して、可能な限り情報を入手し、予測の条件に加味します｡  

＊2 
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予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

資材等の搬出入 

窒素酸化物 「窒素酸化物総
量規制マニュア
ル」等による 
手法 主要な輸送

経路及び 
その周辺 

発電所の運転が
定常状態となり、
資材等の搬出入 
による影響が最大
となる時期 

浮遊粒子状 

物質 

粉じん等 

一般車両に対
する関係車両
の割合等に  
基づき予測 

施設の稼働 

（機械等の稼働） 
冷却塔白煙 

数値計算によ
る予測 

・年間出現頻度 

・短時間の予測 

対象事業 
実施区域 

・発電所が定常的
な運転条件となる
時期 

・白煙が最も発達
しやすい気象条件
が出現する時期 

22 

①大気質の予測（工事の実施､存在及び供用 ２/２） 

＊１ 周辺地域の道路整備計画に関して、可能な限り情報を入手し、予測の条件に加味します。  

＊１ 
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       ：対象事業実施区域 
    
陸上輸送経路 
      ：高速自動車道路 
      ：県道（扇町停車場線） 
      ：市道（皐橋水江町線） 
      ：私道（JFE構内道路） 
 
     
    ：海上輸送経路 
 
調査地点 
 
a ～ e ：騒音・振動・交通量 
              （5地点） 

② 騒音・振動・交通量調査 

23 

調査項目 調査地点 調査期間 

騒 音 
主要な 
輸送経路
沿い 

  5地点 

平日の 

24時間 
振 動 

交通量 

扇町停車場線 

皐橋水江町線 

産業道路 
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② 騒音・振動の予測 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

工事用資材等の
搬出入 

騒 音 音の伝搬理論式に  
基づく予測 

主要な  
輸送経路
及びその
周辺 

工事用資材等
の搬出入車両
による影響が
最大となる時期 振 動 

道路交通振動の予測 
計算式による予測 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

資材等の搬出入 

騒 音 
音の伝搬理論式   
に基づく予測 

主要な 
輸送経路
及びその
周辺 

資材等の搬出
入車両による 
影響が最大と 
なる時期 振 動 

道路交通振動の予測
計算式による予測 

（工事の実施） 

（存在及び供用） 

24 

＊１ 

＊１ 周辺地域の道路整備計画に関して、可能な限り情報を入手し、予測の条件に加味します。  

＊１ 
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③水質等の調査（水の汚れ、富栄養化、水の濁り） 

       ：対象事業実施区域 
    
 ●   ：水質調査地点（7地点） 

調査項目 調査地点 
調査 

時期 

水
質 

水の汚れ 

(化学的酸素 

要求量) 

対象事業 

実施区域 

の周辺 
海域 

7地点 

 

四季、 

各1回 
富栄養化 

(全窒素、全燐) 

水の濁り 

(浮遊物質量) 

25 
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③ 水質等の調査（水温、塩分分布､流況） 
      ：対象事業実施区域 
    
  ●  ：水質・塩分調査地点 
           （44地点）              
  ▲  ：定点水温連続調査点 
            （2地点） 
  ◆  ：流況調査地点 
            （１地点）               

調査項目 調査地点 調査時期 

水温、塩分の 

水平及び 

鉛直分布 

放水口の 
前面海域 

44地点 

四季、 

各1回 

水温 

（定点水温 

連続測定） 

取水口及
び放水口
前面海域 

2地点 

1年間 

流向及び 

流速 

放水口の 
前面海域 

1地点 

四季、 

各1回 

（15日間） 

26 

◆ 
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③ 水質の予測 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

施設の稼働 

（排水） 

水の汚れ 化学的酸素要求量、
全窒素、全燐の   
負荷量を算定する 
などして予測 

水の汚れ及び   
富栄養化に係る  
環境影響を的確に 
把握できる地点 

化学的酸素要求量、
全窒素、全燐の  
負荷量が最大と  
なる時期 

富栄養化 

施設の稼働 

（温排水） 

水温 

数値モデルによる 
シミュレーション解析
手法による予測 

温排水の重畳を  
踏まえた拡散範囲を
十分に包含する 
海域 温排水の放水量が

最大となる時期 流向及び  
流速 温排水による環境 

影響のおそれのある
海域 

27 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

造成等の施工に
よる一時的な影
響 

水 質 

（水の濁り） 

排水口出口に 
おける水の濁り
を定性的に予測 

水の濁りに係る 
環境影響を的確
に把握できる地点 

水の濁りに係る 
環境影響が最大と
なる時期 

（工事の実施） 

（存在及び供用） 
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④ 陸生動物の調査概要 

28 

調査項目 調査地点 調査時期 

哺乳類 対象事業実施区域及びその周辺 

四季 

各1回 
鳥 類 

ラインセンサス法： 2ルート 
ポイントセンサス法：6地点 
任意観察調査： 
  対象事業実施区域及びその周辺 

（ハヤブサ等の 

 希少な猛禽類） 

重要な種及び注目すべき生息地が  
確認された場合、特性に応じ適切な 
調査地点を設定 

繁殖期（2～7月） 

各月1回 

爬虫類、両生類 
直接観察調査： 
  対象事業実施区域及びその周辺 春季、夏季、秋季 

各1回 
昆虫類 

一般採集調査： 
  対象事業実施区域及びその周辺 
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④  陸生動物の調査地点 

       ：対象事業実施区域内 
    
       ：対象事業実施区域外 
 
     ：発電設備計画地 
 
    ：調査範囲 
 
 ・・・・ ：鳥類ラインセンサスルート 
                                  （R1～R2） 
     ：哺乳類トラップ地点 
                               （T1～T5） 
     ：鳥類ポイントセンサス地点 
                              （P1～P6） 
     ：昆虫類トラップ地点 
                               （T1～T5） 

29 
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④  陸生植物の調査概要及び調査地点 

       ：対象事業実施区域内 
    
       ：対象事業実施区域外 
 
     ：発電設備計画地 
 
    ：調査範囲 
 
     ：踏査ルート 
 
     ：緑地 

30 

調査項目 調査地点 調査時期 

植物相 対象事業
実施区域
及びその
周辺 

早春期、春季、夏季、秋季各1回 

植生の状況 秋季に1回 

重要な種及び重要な群落の分布 適切な調査期間を設定 
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④ 陸生動物・植物の予測 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

地形改変
及び施設
の存在 

陸生動物 
（重要な種及び注目
すべき生息地） 類似事例の 

引用または 
解析 

陸生動物、 
陸生植物が
影響を受ける
おそれがある 
地域 

発電設備の運転が
定常状態となり、 
植物の生育環境が
安定する時期 

陸生植物 
（重要な種及び重要
な群落） 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

造成等の
施工によ
る一時的
な影響 

陸生動物 
（重要な種及び注目
すべき生息地） 類似事例の 

引用または 
解析 

陸生動物、 
陸生植物が
影響を受ける
おそれがある 
地域 

陸生動物、陸生
植物への影響が
最大となる時期 

陸生植物 
（重要な種及び重要
な群落） 

（工事の実施） 

（存在及び供用） 

31 
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⑤ 海生動植物の調査概要及び調査地点 

       ：対象事業実施区域 
    
 ◎   ：魚等の遊泳動物調査、 
     底生生物調査（メガロベントス） 
                 （6地点） 
 
 ▽  ：潮間帯生物調査点（動物・植物） 
                    （6地点） 
 
            海藻草類調査地点  （6地点） 
 
 ●   ：底生生物調査（マクロベントス） 
                    （7地点） 
 
      動植物プランクトン   （7地点） 
 
      卵・稚仔調査      （7地点） 

32 

調査項目 調査地点 調査時期 

魚等の遊泳動物 6地点 

四季、 

各1回 

潮間帯生物（動物・植物） 6地点 

底生生物（マクロベントス） 7地点 

底生生物（メガロベントス） 6地点 

動物・植物プランクトン 7地点 

卵・稚仔 7地点 

海藻草類 6地点 
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⑤ 海生動植物の予測（存在及び供用） 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

施設の稼働 

（温排水） 

海生動物 

類似事例の引用
または解析 

温排水拡散
推定範囲を 
包含する範囲
の海域 

発電所の運転が
定常状態となる 
時期 海生植物 

33 
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⑥ 生態系調査、予測の概要 

 調査項目 調査地点 調査時期 

上位性種 

生息状況調査：4地点 

餌量調査：生息状況を   
踏まえて設定 

生態系の特性を踏まえて   
必要な情報を適切かつ    
効果的に把握できる時期、  
期間または時間帯 典型性種 

生息状況調査：2ルート 

餌量調査：生息状況を   
踏まえて設定 

34 

予測事項 予測手法 予測地域 予測時期 

造成等の施工
による一時的
な影響 

 

 

 

上位性種 

典型性種 

理論的解析、類似 
事例の引用の  
いずれか、または
両方 

注目種等が 
環境影響を 
受けるおそれ
のある地域 

影響が最大となる 
時期、期間または  
時間帯 

地形改変及び
施設の存在 

ある程度の時間が
経過して､生態系が
安定した時期、期間
または時間帯 
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⑦ 景観の調査概要 

調査項目 調査時期 

主要な 

眺望景観 

視認状況が良好な
時期 （年2回） 

主要な眺望点調査地点 

 

a：海芝浦駅 

b：東扇島西公園 

c：末広水際プロムナード 

d：川崎マリエン 

e：水江町公園  

a b 

c 

d 

e 

35 
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       ：対象事業実施区域 
    
陸上輸送経路 
      ：主要地方道・県道 
      ：市道 
 

<調査地点> 

利用状況利用環境の状況 

3地点 
   ①  ：水江町公園 
   ② ：池上新田公園 
   ③ ：汐入公園 
 
交通量に係る状況 
2地点 
  a、b ：交通量               
 

a 

ｂ 

調査項目 調査地点 調査時期 

利用状況        
利用環境の状況 

主要な輸送経路沿い    

        （3地点） 利用状況を考慮して適切に設定 

交通量に係る状況 
主要な輸送経路沿い 

        （2地点） 
平日24時間              

（道路交通騒音の状況と同時期） 

⑧人と自然との触れ合いの活動の場の調査概要 

36 

３ 

１ 

２ 
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⑦景観及び⑧人と自然との触れ合いの活動の場の予測 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

地形の改変及び
施設の存在 

景 観 
フォトモンタージュ法
による視覚的な予測 

主要な眺望点 
（5地点） 

発電設備の建物等
が完成した時点 

37 

⑧人と自然との触れ合いの活動の場の予測 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時
期 

工事用資材等の
搬出入 

主要な人と
自然との 
触れ合いの
活動の場 

搬出入車両の  
運行による交通量
の変化を予測 

搬出入車両の
主要な輸送 
経路の断面 

搬出入車両
の交通量が
最大となる 
時期 資材等の搬出入 

（工事の実施、存在及び供用） 

（存在及び供用） 

⑦景観の予測 
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⑨廃棄物及び⑩温室効果ガスの予測 

予測事項 予測手法 予測地域 予測対象時期 

造成等の施工
による一時的
な影響 

産業 

廃棄物 

工事に伴う種類別発生量、 
有効利用量、最終処分量を 
算定 

対象事業 

実施区域 

工事期間中 

運転が定常状態 
となる時期及び、 
廃棄物に係る  
環境影響が最大 
となる時期 

廃棄物の発生 
発電設備の運転に伴う   
種類別発生量、有効利用量、
最終処分量を算定 

（工事の実施、存在及び供用） 

38 

⑩温室効果ガスの予測 

予測事項 予測手法 予測地域 予測時期 

施設の稼働 

（排ガス） 
二酸化炭素 

燃料使用量  
及び燃料成分
から算出 

対象事業
実施区域 

運転が定常状態   
となる時期 

（存在及び供用） 

⑨廃棄物の予測 
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評価の手法 

  評価項目に関する調査及び予測の結果をもとに、
以下の点を考慮して評価を行います。 

• 環境への影響が、実行可能な範囲内で、できる

限り回避・低減されていること。また、環境保全

について適正な配慮がなされていること。 

• 環境保全上の基準や目標がある場合には、 

それらとの整合が図られていること。 

39 
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本資料の無断複製・転載・webサイトへのアップロード等はおやめ下さい 

40 
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